
鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 情報セキュリティ概論
科目基礎情報
科目番号 0020 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学年 1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 高等学校　情報I（数研出版），ポイント整理　情報モラル　15th Edition（数研出版）
担当教員 遠藤 健太
到達目標
情報の重要性を理解し，情報セキュリティの基礎，技術，必要性を理解，導入，周知できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
情報セキュリティ技術の必要性に
ついて，理解し，導入，周知する
ことができる．

情報セキュリティ技術の必要性に
ついて，理解することができる．

情報セキュリティ技術の必要性に
ついて，理解することができない
．

評価項目2
情報セキュリティ技術について
，理解することができ，応用や適
用について説明できる．

情報セキュリティ技術について
，理解することができる．

情報セキュリティ技術について
，理解することができない．

評価項目3 コンピュータシステムについて
，内部構造も含めて説明できる．

コンピュータシステムについて
，理解することができる．

コンピュータシステムについて
，理解することができない．

評価項目4
ネットワーク技術について，理解
することができ，構築や利用がで
きる．

ネットワーク技術について，理解
することができる．

ネットワーク技術について，理解
することができない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 情報の重要性を理解し，情報セキュリティの基礎，技術，必要性を理解，導入，周知できる．

授業の進め方・方法 ・全ての内容が学習・教育到達目標(B)<基礎>に対応する．
・本教科は座学・実技を織り交ぜて行っていく．

注意点

<到達目標の評価方法と基準>
・「到達目標」１～７を中間試験・学年末試験および課題で確認する．合計点の６０％の得点で，目標の達成を確認で
きるレベルとする．
<学業成績の評価方法および評価基準>
・中間試験，学年末試験の結果の合計７０％とし，課題の評価３０％として，１００点満点換算した結果を学業成績と
する．
※中間試験もしくは学年末試験の得点が60点未満であった者には再試験を実施する．
<単位修得要件>
・学業成績で６０点以上を取得すること．
<レポート等>
原則，毎回の授業後に復習用課題を課す．
<備考>
・教室または情報処理センター演習室で授業を実施する．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス，情報セキュリティと関連する脅威 １．情報セキュリティの必要性とその脅威について説
明できる．

2週 情報セキュリティと関連する脅威 上記．１
3週 情報のデジタル表現 ２．情報のデジタル表現について説明できる．
4週 情報のデジタル表現 上記．２

5週 コンピュータの仕組み，オペレーティングシステムの
役割

３．コンピュータの構成，ハード・ソフトの役割，構
築されるシステムについて説明できる．

6週 ネットワークの基礎 ４．ネットワーク技術，構成，システムとの繋がりに
ついて説明できる．

7週 ネットワーク技術 上記．４
8週 中間試験 これまで学習した内容に対して説明ができる．

4thQ

9週 ネットワーク構成 上記．４
10週 情報システムと運用 上記．４

11週 データの分析 ５．コンピュータシステムの知識を元にデータ分析が
できる．

12週 データの分析 上記．５
13週 事例研究（１） ６．事例から問題点改善点を指摘できる．
14週 事例研究（１） 上記．６
15週 事例研究（２） ７．所属学科の分野と本授業との関係が説明できる．
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎 情報リテラ
シー

情報リテラ
シー 社会の情報化の進展と課題について理解し説明できる。 2

後1,後2,後
6,後7,後
8,後9,後10



代表的な情報システムとその利用形態について説明できる。 1
後1,後2,後
6,後7,後
8,後9,後10

コンピュータの構成とオペレーティングシステム(OS)の役割を
理解し、基本的な取扱いができる。 2 後5,後6,後

7,後8,後9
アナログ情報とデジタル情報の違いと、コンピュータ内における
データ(数値、文字等)の表現方法について説明できる。 2 後3,後4,後

8

情報を適切に収集・取得できる。 2 後6,後7,後
8,後9,後10

データベースの意義と概要について説明できる。 1 後11,後12

情報セキュリティの必要性を理解し、対策について説明できる。 2
後1,後2,後
8,後13,後
14,後15

情報セキュリティに基づいた情報へのアクセス方法を説明できる
。 1

後1,後2,後
8,後13,後
14,後15

情報や通信に関連する法令や規則等と、その必要性について説明
できる。 2

後1,後2,後
8,後13,後
14,後15

情報社会で生活する上でのマナー、モラルの重要性について説明
できる。 2

後1,後2,後
8,後10,後
13,後14,後
15

情報セキュリティを運用するための考え方と方法を説明できる。 1
後1,後2,後
8,後10,後
13,後14,後
15

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
配点 70 30 0 0 0 0 100


